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■
高
等
学
校
改
革
を
加
速

高
等
学
校
改
革
等
の
推
進

に
向
け
て
、
「
高
等
学
校
教

育
改
革
交
付
金
（
仮
称
）
」

等
を
創
設
（
事
項
要
求
・
新

規
）
。
Ｎ
―

Ｅ
．Ｘ
．Ｔ
．（
ネ

ク
ス
ト
）
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
推
進
す
る
。

交
付
金
で
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
人
件
費
、
施
設
整

備
費
、
備
品
費
、
旅
費
、
委

託
費
な
ど
、
改
革
に
必
要
な

経
費
を
都
道
府
県
に
対
し
て

支
援
す
る
。
な
お
２
０
２
５

年
度
補
正
予
算
で
改
革
先
導

校
は
既
に
採
択
済
み
。

定
時
制
・
通
信
制
高
等
学

校
に
お
け
る
教
育
の
質
確
保

・
多
様
性
へ
の
対
応
や
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
等
成
長
分
野
を
支
え
る

人
材
育
成
等
（
１７
億
円
・
新

規
）
も
計
上
し
て
い
る
。

■
学
校
Ｄ
Ｘ
・
学
校
Ａ
Ｘ
へ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
さ
ら
な
る
推
進
と
学
校
Ｄ

Ｘ
・
Ａ
Ｘ
※
の
推
進
に
向
け

て
、
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
環
境

の
整
備
（
８
８
７
億
円
）
を

進
め
実
証
研
究
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
強
化
、
デ
ー
タ
整

備
を
行
う
（
※AITransf

ormation

）
。

情
報
活
用
能
力
の
抜
本
的

向
上
に
向
け
た
条
件
整
備

（
１３
億
円
・
拡
充
）
に
つ
い

て
は
情
報
活
用
能
力
の
抜
本

的
向
上
の
た
め
の
実
践
・
調

査
研
究
（
７
億
円
）
、
情
報

活
用
能
力
の
育
成
・
情
報
モ

ラ
ル
教
育
に
関
す
る
指
導
充

実
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援

（
５
億
円
）
、
中
学
校
技
術

科
に
お
け
る
免
許
法
認
定
講

習
の
強
化
等
（
０
・
７
億

円
）
を
予
定
。
学
習
者
用
教

材
の
開
発
や
研
修
用
動
画
の

作
成
や
研
修
等
の
提
供
、
認

定
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

・
運
用
を
行
う
な
ど
で
指
導

体
制
の
強
化
を
総
合
的
に
支

援
す
る
考
え
だ
。

教
育
Ｄ
Ｘ
環
境
を
支
え
る

基
盤
ツ
ー
ル
の
整
備
・
活

用
、
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の

推
進
（
２６
億
円
・
拡
充
）
も

予
定
。

学
校
現
場
に
お
け
る
安
全

か
つ
主
体
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
環

境
整
備
（
８
８
４
億
円
・
大

幅
拡
充
）
に
つ
い
て
は
教
育

分
野
に
特
化
し
た
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
証
研
究
事
業

（
９
億
円
）
や
教
育
分
野
に

必
要
な
基
盤
的
な
デ
ー
タ
整

備
（
９２
億
円
）
、
Ａ
Ｉ
活
用

に
向
け
た
ク
ラ
ウ
ド
環
境
整

備
（
７
７
８
億
円
）
を
展
開

予
定
。
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
つ

い
て
は
適
切
な
ア
ク
セ
ス
制

御
や
デ
ー
タ
保
護
等
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
特
に
、
教
員
の

働
き
方
改
革
に
も
資
す
る
よ

う
、
教
職
員
が
安
心
し
て
Ａ

Ｉ
を
校
務
に
活
用
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
。

■
次
期
学
習
指
導
要
領
の

実
装
準
備

次
期
学
習
指
導
要
領
等
が

目
指
す
学
び
の
環
境
の
整
備

に
向
け
て
以
下
を
実
施
（
４１

億
円
・
拡
充
）
。
▼
デ
ジ
タ

ル
学
習
指
導
要
領
の
開
発
、

▼
実
装
に
向
け
た
学
校
等
へ

の
伴
走
支
援
、
▼
特
定
分
野

に
特
異
な
才
能
の
あ
る
児
童

生
徒
へ
の
支
援
、
▼
道
徳
教

育
の
質
的
向
上
に
向
け
た
取

組
と
し
て
「
考
え
・
議
論
す

る
道
徳
」
の
事
例
を
創
出
、

▼
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
英
語
教

育
の
充
実
、
▼
理
科
教
育
設

備
の
整
備
等

「
デ
ジ
タ
ル
な
形
態
を
含

む
教
科
書
」
の
導
入
に
向
け

た
環
境
整
備
（
２５
億
円
・
拡

充
）
に
つ
い
て
は
学
習
者
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
率
・

影
響
等
に
関
す
る
実
証
を
小

・
中
学
校
で
継
続
す
る
と
と

も
に
高
校
の
授
業
実
践
も
対

象
に
追
加
。
ま
た
、
教
科
書

ビ
ュ
ー
ア
の
一
括
登
録
シ
ス

テ
ム
の
新
規
整
備
も
予
定
し

て
い
る
（
デ
ジ
庁
計
上
）
。

■
部
活
動
の
地
域
展
開
・

学
校
保
健
・
食
育

部
活
動
の
地
域
展
開
等
の

全
国
的
な
実
施
（
１
５
５
億

円
・
拡
充
）
や
現
代
的
健
康

課
題
の
理
解
増
進
な
ど
学
校

保
健
の
推
進
、
学
校
給
食
・

食
育
の
充
実
（
８
億
円
・
拡

充
）
な
ど
の
予
算
を
計
上
。

学
齢
期
の
健
康
診
断
を
見

直
し
、
地
域
の
医
療
機
関
や

関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
し

た
健
康
診
断
の
実
施
体
制
構

築
を
支
援
。
Ｐ
Ｍ
Ｈ
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に
よ

る
電
子
的
連
携
）
に
よ
る
新

た
な
仕
組
み
の
構
築
も
検
討

す
る
。
養
護
教
諭
の
経
験
者

や
有
資
格
者
を
学
校
に
派
遣

し
、
繁
忙
期
や
研
修
時
等
の

体
制
強
化
を
図
る
事
業
を
支

援
。
補
助
率
１
／
３
。

【
続
き
は
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
】

２
０
２
７
年
度
概
算
要
求
が
公
表
さ
れ
、
文
部
科
学

省
は
小
・
中
・
高
等
学
校
に
関
す
る
主
要
施
策
を
大
幅

に
拡
充
す
る
方
針
を
示
し
た
。
高
等
学
校
改
革
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
深
化
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の

実
装
準
備
、
不
登
校
対
策
の
支
援
な
ど
、
学
校
現
場
の

課
題
に
直
結
す
る
予
算
が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

高
等
学
校
教
育
改
革
交
付
金
（
新
規
）
や
Ａ
Ｉ
活
用
環

境
整
備
の
大
幅
拡
充
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援

員
の
配
置
拡
充
ほ
か
に
よ
り
学
校
現
場
の
変
革
を
後
押

し
す
る
。

２
０
４
０
年
ま
で
に
約
２

万
人
の
理
工
系
学
部
定
員
増

を
実
行
す
る
た
め
、
大
学
・

高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
に

お
け
る
「
大
規
模
文
理
横
断

転
換
枠
」
を
設
定
。
こ
れ
は

大
都
市
圏
の
大
規
模
私
立
大

学
を
主
眼
に
大
幅
な
理
系
転

換
を
図
る
も
の
。
支
援
総
額

は
８０
億
円
・
最
長
１０
年
支

援
。
既
に
首
都
圏
・
大
都
市

圏
に
お
い
て
、
長
い
伝
統
を

有
し
選
抜
性
の
高
い
私
立
大

学
１１
大
学
が
理
系
転
換
・
文

理
分
断
か
ら
の
脱
却
を
具
体

的
に
構
想
し
、
基
金
活
用
の

意
向
を
表
明
し
て
い
る
（
表

参
照
）
。
こ
の
ほ
か
学
部
や

大
学
院
を
対
象
に
し
た
成
長

１７
分
野
支
援
枠
で
は
愛
媛
大

学
（
造
船
分
野
）
・
立
命
館

大
学
（
宇
宙
分
野
）
等
が
構

想
中
。

次期学習指導要領の学びを実現するための
概算要求が計上された。PISA２０２５により
現れた課題も、次期学習指導要領の実現に
より解決の方向に向かう可能性がある。そ
のためには情報教育の一層の充実と学校業
務改善を図る必要がある

文
部
科
学
省
は
９
月
８

日
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習

到
達
度
調
査
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２

０
２
５
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。本
調
査
に
は
９１
か
国
・
地

域
、
約
７６
万
人
が
参
加
し
、

日
本
か
ら
は
高
校
１
年
生
約

６
５
０
０
人
が
受
検
。
科
学

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、読
解
力
、

数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
主
要

３
分
野
す
べ
て
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
中
１
位
と
、
調
査
開

始
以
来
初
め
て
３
分
野
を
制

し
た
。革
新
分
野「
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
イ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル

ド（
Ｌ
Ｄ
Ｗ
）」
で
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
中
１
位
と
な
り
、

日
本
の
学
力
の
高
さ
と
デ
ジ

タ
ル
環
境
下
で
の
問
題
解
決

能
力
が
示
さ
れ
た
。一
方
で
、

読
解
力
の
低
下
や
低
得
点
層

の
増
加
、
学
習
へ
の
関
与
の

低
さ
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
遅
れ
な

ど
の
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
。
文
科
省
は
次
期
学
習

指
導
要
領
や
情
報
活
用
能
力

の
強
化
を
通
じ
、
学
び
の
質

向
上
と
格
差
縮
小
を
図
る
方

針
を
示
し
て
い
る
。

■
読
解
力
は
有
意
に
低
下

一
方
で
深
い
読
み
は
向
上

科
学
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

５
３
８
点
（
前
回
５
４
７

点
）、数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
５

２
５
点
（
前
回
５
３
６
点
）

と
、
い
ず
れ
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
中
１
位
で
あ
る
も
の
の

平
均
点
と
し
て
は
低
下
。
し

か
し
有
意
差
は
な
か
っ
た
。

一
方
、読
解
力
５
０
３
点（
前

回
５
１
６
点
）
は
、
今
回
の

調
査
で
唯
一
「
統
計
的
に
意

味
の
あ
る
低
下
」を
示
し
た
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
特
に

「
読
み
の
流
ち
ょ
う
性（
速
く

正
確
に
読
む
）」の
正
答
率
が

有
意
に
低
下
し
て
い
る
。
短

い
文
章
を
素
早
く
読
み
取

り
、
情
報
を
正
確
に
把
握
す

る
力
が
弱
い
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
で
「
評
価
し
、
熟

考
す
る
」
設
問
の
正
答
率
は

有
意
に
上
昇
し
て
お
り
、
複

数
の
情
報
を
比
較
し
、
批
判

的
に
読
み
解
く
力
は
む
し
ろ

向
上
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
読
解
力
の

単
純
な
低
下
で
は
な
く
「
読

み
の
質
の
変
化
」
を
示
唆
す

る
。
短
文
読
解
力
低
下
の
一

方
で
探
究
的
な
学
習
の
広
が

り
が
深
い
読
み
を
支
え
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

■
低
得
点
層
の
増
加
は

複
数
要
因
の
可
能
性

今
回
最
大
の
課
題
は
、
３

分
野
す
べ
て
で
習
熟
度
レ
ベ

ル
１
以
下
の
低
得
点
層
が
有

意
に
増
加
し
た
点
で
あ
る
。

科
学
８
・
０
％
↓
１１
・
３

％
、
読
解
力
１３
・
８
％
↓
１８

・
６
％
、
数
学
１２
・
０
％
↓

１６
・
１
％
と
、
い
ず
れ
も
底

が
広
が
っ
た
。
一
方
、
レ
ベ

ル
５
以
上
の
高
得
点
層
は
有

意
差
が
な
く
上
位
層
は
維
持

さ
れ
て
い
る
。

背
景
と
し
て
は
学
習
へ
の

関
与
の
低
さ
が
考
え
ら
れ

る
。質
問
調
査
で
は「
新
し
い

こ
と
を
学
ぶ
の
が
好
き
」
と

答
え
た
生
徒
の
割
合
と
目
標

設
定
に
関
す
る
項
目
が
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
低
く
、
自
己

調
整
学
習
の
基
盤
と
な
る
意

欲
面
に
課
題
が
あ
る
。ま
た
、

学
校
の
規
律
や
所
属
感
は
高

い
も
の
の
、
学
習
へ
の
主
体

的
な
関
与
は
弱
い
傾
向
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
家
庭
環
境
に

よ
る
学
力
格
差
は
比
較
的
抑

え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
家

庭
の
学
習
支
援
頻
度
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
低
い
。
こ
う

し
た
特
徴
が
低
得
点
層
の
増

加
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。

■
Ｌ
Ｄ
Ｗ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
１
位

能
力
と
実
践
に
ギ
ャ
ッ
プ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
律

的
学
習
を
測
る
革
新
分
野

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
イ
ン
・
デ
ジ

タ
ル
ワ
ー
ル
ド（
Ｌ
Ｄ
Ｗ
）」

で
は
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
中
１
位
。
デ
ジ
タ
ル
環

境
下
で
の
問
題
解
決
能
力
の

高
さ
が
示
さ
れ
た
。
し
か

し
、
Ａ
Ｉ
の
学
習
利
用
頻
度

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
３８
か
国

中
最
下
位
で
あ
り
、
能
力
と

実
践
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
や

教
員
研
修
の
充
実
に
よ
り
生

成
Ａ
Ｉ
の
教
育
利
用
が
進
め

ば
、
Ｌ
Ｄ
Ｗ
の
得
点
構
造
が

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
そ

う
だ
。

■
際
立
つ

ア
ジ
ア
勢
の
強
さ

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
で
は

３
分
野
す
べ
て
で
１
位
と
な

っ
た
が
、
世
界
全
体
で
は
中

国
（
北
京
・
上
海
・
江
蘇
・

浙
江
）
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

依
然
と
し
て
強
い
。
日
本
は

世
界
順
位
で
は
科
学
５
位
、

読
解
力
４
位
、
数
学
５
位
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
の
首
位
は
大

き
な
成
果
で
あ
る
一
方
、
世

界
的
な
位
置
を
ど
う
捉
え
る

の
か
、
今
後
の
教
育
政
策
に

影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

２ 面 学校業務改革
３ 面 産学連携で人材育成
４-５面 学校図書館
６ 面 情報科はAI 時代の基盤科目
７ 面 学校・教育委員会ニュース
８ 面 学校給食

埼
玉
県
久
喜
市
（
柿
沼
光

夫
教
育
長
）
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
先
進
自
治

体
と
し
て
「
久
喜
市
版
『
未

来
の
教
室
』
」
を
掲
げ
、
市

内
の
小
中
学
校
で
生
成
Ａ
Ｉ

を
学
び
の
伴
走
者
と
位
置
づ

け
た
授
業
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

久
喜
小
学
校
（
青
山
里
美

校
長
）
で
は
、
教
科
や
学
年

を
超
え
て
、
児
童
が
生
成
Ａ

Ｉ
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え

を
深
め
、
広
げ
る
実
践
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

６
年
生
の
体
育
「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
」
の
授
業
で

は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
答
え
を

与
え
る
存
在
」
で
は
な
く
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
学
習
パ

ー
ト
ナ
ー
「
安
西
（
Ａ
Ｉ
）

先
生
」
と
し
て
位
置
づ
け

た
。
児
童
は
自
分
や
チ
ー
ム

の
課
題
を
安
西
（
Ａ
Ｉ
）
先

生
に
伝
え
て
、
そ
の
助
言
を

参
考
に
チ
ー
ム
で
の
練
習
に

取
り
組
ん
だ
。
あ
る
児
童
は

「
シ
ュ
ー
ト
を
打
っ
た
後
の

手
や
指
先
の
向
き
に
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
」
と
い
う
助
言
を

参
考
に
練
習
し
た
と
こ
ろ
、

シ
ュ
ー
ト
の
成
功
率
が
大
き

く
高
ま
っ
た
と
ふ
り
返
っ
て

い
る
。

６
年
生
の
社
会
科
「
戦
国

時
代
」
の
学
習
で
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
織
田
信
長
や
豊
臣

秀
吉
に
な
り
き
っ
て
答
え
る

対
話
型
の
カ
ス
タ
ム
Ａ
Ｉ
を

作
成
し
た
。
児
童
は
「
天
下

統
一
に
よ
り
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
ど
ち
ら
か
」
と
い
う

単
元
全
体
の
問
い
に
つ
い

て
、
カ
ス
タ
ム
Ａ
Ｉ
が
演
じ

る
２
人
の
武
将
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
な
が
ら
、
そ
の
回
答

か
ら
考
え
を
整
理
し
て
い
っ

た
。
教
科
書
の
記
述
を
ノ
ー

ト
に
ま
と
め
る
だ
け
の
学
習

で
は
な
く
、
何
度
も
自
分
の

考
え
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
ぶ
つ

け
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

４
年
生
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、
地
域
の
祭
り

を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
カ
ル

タ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

語
彙
の
少
な
さ
か
ら
表
現
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
た
児
童

は
、
詠
み
込
み
た
い
キ
ー
ワ

ー
ド
を
伝
え
て
生
成
Ａ
Ｉ
に

複
数
の
表
現
案
を
提
案
し
て

も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
自
分

た
ち
が
表
現
し
た
い
ニ
ュ
ア

ン
ス
に
近
い
言
葉
を
選
び
取

る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
思
い

を
込
め
た
カ
ル
タ
を
完
成
さ

せ
た
。
多
様
な
選
択
肢
を
瞬

時
に
示
す
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
こ
と
で
、
児
童
間
の
話

し
合
い
も
活
発
に
な
り
、
自

分
た
ち
の
表
現
に
自
信
を
も

っ
て
活
動
を
進
め
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
実
践
に
共
通
す

る
の
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
正

解
を
教
え
る
存
在
」
で
は
な

く
、
児
童
の
思
考
を
広
げ
、

深
め
る
伴
走
者
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
教

師
以
外
の
伴
走
者
が
身
近
に

増
え
る
こ
と
で
、
誰
も
が
課

題
を
言
葉
に
し
や
す
く
な

り
、
自
ら
考
え
、
試
行
錯
誤

す
る
時
間
が
保
障
さ
れ
る
。

今
後
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性

や
限
界
を
児
童
自
身
が
理
解

し
な
が
ら
、
学
び
の
伴
走
者

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

「教育家庭新聞 教育マルチメディア」は毎月第４週に発行します。メール便で
お届けします。電話・ＦＡＸ、またはＨＰからもお申し込みいただけます。
購読者には、新聞紙に加えて、読者専用WebページにアクセスできるID とパ
スワードをお届けします。
１．電話 ０３・３８６４・８２４１（弊社販売部） ２．FAX ０３・３８６４・８２４５
３．ホームページアドレス https : //www.kknews.co.jp/ （１部 ５２０円）

「成長分野転換基金（大規模文理横断転換枠）」各大学の検討状況
●全学的な情報・AI 教育組織の設置やダブルメジャーの実
施を構想中 ●学部学生数の減と大学院の拡充を検討

●自然科学系をさらに充実 ●文系学部において文理融合の
ダブルメジャー実施や、全学的な情報系教育組織の設置に向
け検討中

●理工学部デジタルグリーンテクノロジー学科を２０２７年度新
設予定 ●全学科の学生を対象にデータサイエンス、思考と
表現、人間理解、身体知、展開知の各領域から成る「基盤教
育」を全学共通科目として展開中 ●グローバル教育、リベ
ラル・アーツ及び理工系分野を掛け合わせ、文理超克を目指
す新たな教育プログラムを検討中

●既存６学部のうち５学部（法、経済、文、理、国際社会科
学）でデータサイエンスを副専攻等とする取組を展開 ●今
後、データサイエンス関係の学部等設置について検討中

●従前より理系人材育成及び分野横断型教育を推進。さらな
る理系人材育成の強化に向けて検討中

●渋谷キャンパスに「統計データサイエンス学環」を２０２７年
度設置予定 ●ダブルメジャーの推進と理工系学部が集積す
る相模原キャンパスの充実を検討中

●２０２７年度にスポーツ情報学部（仮称）、２０２８年度に情報農
学部（仮称）設置予定。理系分野の学部学生比率約１９％から
約２６％に高まる見込み ●２０２９年度以降の文系学部の定員割
譲（他学部に定員枠を譲る）を前提に既存の文理融合学部に
おける教育課程再編を想定して理系拡充を図る構想を検討中

●人文・社会科学系学部の定員を減じ、理工系学部の拡充を
構想中

●文系学部からの定員移転による理工系学部の拡充・再編、
文理融合学部の新設等の改革案を検討中

●社会科学系学部の定員を減らして教育の質を高めるととも
に、将来の社会変化や産業構造の転換を見据え、従来の枠組
みにとらわれない新たな学部・学科構成による理工系学部の
拡充・再編を検討中 ●複数の学問領域を横断して学ぶこと
ができる設計を検討中
●「成長分野転換枠」を活用し２０２８年度、生命科学系を６５人
増員予定 ●「重点分野支援枠」を活用し２０２８年度に宇宙・
地球分野（Ｍ１００人、Ｄ１５人）研究科を新設予定 ●さらな
る理工・デジタル分野の強化に向けて文系学部でダブルメジ
ャーの実施等を検討

早稲田
大 学

慶應義
塾大学

上 智
大 学

学習院
大 学

明 治
大 学

青山学
院大学

中 央
大 学

法 政
大 学

関西学
院大学

関 西
大 学

立命館
大 学

お申し込み書（年間１２回６，２４０円）

〔自宅・通勤先〕（どちらかに○を） （〒 － ）

お支払方法
ご連絡を頂き次第、郵便振苔及び
銀行振込の用紙をお送りします。
どちらかでお支払いください。

電話 （ ）

FAX （ ）

お名前
ご職業
ご住所

連絡先

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

おいしい献立写真 ５面
KOSENから未来を創造 ６面

第４月曜日発行

環境整備・予算確保で
次期学習指導要領を実現
環境整備・予算確保で
次期学習指導要領を実現

「教育家庭新聞 教育マルチメディア」購読申し込み書「教育家庭新聞 教育マルチメディア」購読申し込み書

紙 面 案 内紙 面 案 内

長月・玄月・菊月

■紙面問合せ
�kks@kknews.co.jp

■購読申込みはこちら→

月曜日

十 五 夜（９／２５）
デジタルの日（１０／４・５）
探 究 の 日（１０／９）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日

（令和８年）

第 ２ ２ ８ ７ 号

28月

連 載

2026年

9

高
等
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革
・
Ａ
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を
活
用
し
た
校
務
Ｄ
Ｘ
・
定
数
改
善
な
ど

高
等
学
校
改
革
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
校
務
Ｄ
Ｘ
・
定
数
改
善
な
ど

主
要
施
策
を
大
幅
拡
充
２
０
２
７
年
度

文
科
省
概
算
要
求

高得点層は維持 低得点層が増加傾向
PISA２０２５ 日本は３分野すべてでOECD１位

中
村
学
園
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学

教
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学
部
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本
朋
弘
教
授

中
村
学
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大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

～埼玉県久喜市立久喜小学校の取組から～思考を広げ深める伴走者！生成AIとの対話

私立１１大学が理系転換
文理分断からの脱却を構想

（１） ２０２６年（令和８年）９月２８日（月曜日）

友だちと学び合う児童の様子

生成ＡＩとの対話の様子

第６回

kks＠kknews.co.jp
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